
一般質問

令和２年（２０２０年）４月２６日５ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
 

質
問　

臼
風
致
地
区
の
目
的
は
。

　

渦
風
致
地
区
に
指
定
さ
れ
た
区
域

の
現
況
を
見
た
場
合
、
そ
の
目
的
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
い
え
る
か
。

　

嘘
風
致
地
区
の
変
更
、
解
消
を
求

め
る
に
は
、
都
市
計
画
の
変
更
等
、

ど
の
よ
う
な
手
続
、
手
順
が
必
要
か
。

市
長　

臼
風
致
地
区
は
、
樹
林
地
な

ど
で
構
成
さ
れ
た
、
都
市
に
お
け
る

良
好
な
自
然
的
景
観
と
し
て
の
風
致

を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

都
市
計
画
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

渦
風
致
地
区
制
度
は
、
東
京
都
風

致
地
区
条
例
及
び
小
平
市
風
致
地
区

条
例
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
建
築
等

小

平

市

風

致

地

区

の

見

直

し

に

つ

い

て

の
行
為
を
規
制
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

地
区
内
の
緑
の
保
全
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
比
較
的
緩
や
か
な
規
制
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
市
内
に
は
現
状
に
お

い
て
風
致
を
構
成
す
る
樹
木
等
が
減

少
し
た
箇
所
も
あ
る
が
、
本
制
度
を

継
続
的
に
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
た
な
緑
の
創
出
を
促
す
効
果
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
都
市
計
画
と
し
て
一

定
の
役
割
は
果
た
し
て
い
る
も
の
と

認
識
し
て
い
る
。

　

嘘
都
市
計
画
変
更
に
は
、
現
況
等

の
実
態
把
握
、
周
辺
住
民
等
へ
の
意

向
の
確
認
な
ど
を
行
い
、
理
由
を
明

確
に
し
た
上
で
都
市
計
画
の
案
を
ま

と
め
、
東
京
都
と
の
協
議
や
説
明
会

の
開
催
、
公
衆
の
縦
覧
、
そ
の
他
の

法
定
手
続
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

小
野
高
一
議
員
（
政
和
会
）

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
、

小
平
市
風
致
地
区
の
見
直
し
に
つ
い
て

中
江
美
和
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
た
め
適
正
な

配
置
等
を
／
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
推
進

 
質
問　

臼
時
間
外
勤
務
手
当
に
毎
年

３
億
５
千
か
ら
９
千
万
円
要
し
て
い

る
の
は
、
業
務
量
に
応
じ
た
職
員
配

置
が
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
は
。

　

渦
具
体
的
な
時
間
外
勤
務
経
費
の

削
減
目
標
は
あ
る
の
か
。　

市
長　

臼
職
員
定
数
は
新
た
な
行
政

需
要
等
を
踏
ま
え
て
決
定
し
て
い
る
。

多
く
の
時
間
外
勤
務
が
恒
常
的
に
見

込
ま
れ
る
部
署
に
は
、
業
務
量
等
踏

ま
え
常
勤
職
員
の
増
員
等
し
て
い
く
。

　

渦
特
定
事
業
主
行
動
計
画
Ｈ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
こ
だ
い
ら
で
、
１
人
当
た
り
の

年
間
実
施
時
間
を
、
平
成　

年
度
比

２５

　

％
以
上
縮
減
す
る
目
標
で
あ
る
。

１５ 市
職
員
の
時
間
外
勤
務
を

減
ら
す
た
め
に
適
正
な
配
置
・
採
用
を

 
質
問　

臼
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、
業

務
の
効
率
化
と
場
所
や
時
間
に
と
ら

わ
れ
な
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
実
現
の

き
っ
か
け
に
な
る
が
市
の
見
解
は
。

　

渦
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
計
画
的
な

導
入
を
進
め
る
べ
き
だ
が
見
解
は
。

市
長　

臼
テ
レ
ワ
ー
ク
導
入
の
基
盤

の
１
つ
と
な
る
ほ
か
、
資
料
の
準
備

等
に
要
す
る
時
間
短
縮
な
ど
業
務
効

率
化
に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
で
き

る
が
、
紙
資
料
と
比
べ
一
覧
性
に
劣

る
こ
と
や
費
用
の
課
題
等
も
あ
る
こ

と
か
ら
先
行
自
治
体
の
事
例
等
を
参

考
に
導
入
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

市
役
所
に
お
け
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の

推

進

に

つ

い

て
 

質
問　

臼
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
小
平
市
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の

対
象
か
。
ま
た
、
当
計
画
に
準
じ
て

対
応
を
行
う
の
か
。

　

渦
職
員
の
感
染
予
防
対
策
と
、
こ

れ
ま
で
職
員
に
対
し
行
っ
た
指
示
は
。

　

嘘
職
員
間
に
多
く
の
感
染
者
が
出

た
場
合
、
業
務
停
止
な
ど
機
能
低
下

が
考
え
ら
れ
る
。
市
民
へ
の
影
響
を

最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、
平
時
と

は
違
う
人
員
配
置
な
ど
が
必
要
で
は
。

市
長　

臼
小
平
市
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
の
対
象
で
は

な
い
が
、
同
等
の
感
染
症
と
し
て
同

市
役
所
を
機
能
不
全
に
陥
ら
せ
な
い

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

計
画
を
準
用
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　

渦
国
や
東
京
都
の
通
知
等
に
基
づ

き
、
情
報
提
供
を
行
い
、
マ
ス
ク
着

用
や
手
洗
い
の
徹
底
な
ど
感
染
症
対

策
に
努
め
る
よ
う
周
知
し
て
い
る
。

　

嘘
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
係
る

業
務
継
続
計
画
の
発
動
ま
た
は
、
同

計
画
の
準
用
を
決
定
し
た
場
合
は
、

必
要
に
応
じ
て
通
常
業
務
の
一
部
を

休
止
ま
た
は
縮
小
し
、
優
先
業
務
を

集
中
的
に
行
う
こ
と
で
市
民
生
活
や

市
役
所
機
能
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

【
掲
載
分
以
外
の
質
問
項
目
】

○
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
は
独
自

の
対
策
を

○
小
平
市
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
子
ど
も
夢
・
未
来
基

金
に
つ
い
て

伊
藤　

央
議
員
（
一
人
会
派
の
会
）

市
役
所
を
機
能
不
全
に
陥
ら
せ
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

 
質
問　

臼
病
院
の
出
産
費
に
個
人
負

担
が
必
要
に
な
る
場
合
へ
の
見
解
及

び
市
内
病
院
の
分
娩
費
の
概
算
は
。

　

渦
出
産
手
当
金
な
ど
の
制
度
が
な

い
国
民
健
康
保
険
加
入
者
に
対
し
独

自
の
支
援
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
出
産
育
児
一
時
金
は
１
児

に
つ
き　

万
円
上
限
で
、
平
成　

年

４２

３０

度
の
出
産
費
の
平
均
額　

万
円
と
差

５８

額
が
生
じ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
慎
重
に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て

お
り
他
市
の
動
向
も
注
視
し
て
い
く
。

 
妊
娠
か
ら
出
産
ま
で
の
支
援
は

個
別
の
事
情
に
合
っ
た
支
援
に
す
べ
き

小
川
西
町
地
域
の
開
発
及
び

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

質
問　

臼
小
川
駅
周
辺
に
停
車
す
る

工
事
車
両
に
つ
い
て
対
策
は
。

　

渦
開
発
工
事
な
ど
で
停
車
す
る
大

型
車
両
の
台
数
が
ふ
え
る
懸
念
と
、

地
域
の
不
安
へ
の
対
応
策
は
。

　

嘘
小
川
西
町
地
域
の
空
き
地
の
状

況
把
握
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
交
通
管
理
者
に
パ
ト
ロ
ー

ル
や
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
要
望
し

て
い
る
ほ
か
、
注
意
喚
起
看
板
の
設

置
等
を
し
て
い
る
。
引
き
続
き
適
切

な
交
通
安
全
対
策
に
努
め
て
い
く
。

　

渦
再
開
発
組
合
等
に
対
し
周
辺
環

境
に
配
慮
し
た
工
事
車
両
に
係
る
安

全
対
策
や
、
地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な

情
報
発
信
に
つ
い
て
指
導
し
て
い
く
。

　

嘘
事
業
計
画
が
未
定
で
相
談
等
が

な
い
場
合
、
把
握
は
困
難
で
あ
る
。

吉
本
ゆ
う
す
け
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

個
別
事
情
に
合
っ
た
妊
娠
、出
産
支
援
／

小
川
西
町
の
開
発
と
安
全
対
策

 
質
問　

臼
高
齢
者
の
見
守
り
事
業
に

つ
い
て
、
平
成　
年
度
の
利
用
状
況
、

３０

効
果
及
び
課
題
は
。

　

渦
高
齢
者
の
見
守
り
に
ハ
ロ
ー
ラ

イ
ト
活
用
が
安
否
確
認
に
役
立
つ
が
、

積
極
的
な
活
用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

　

嘘
平
成　

年
度
の
避
難
行
動
要
支

３０

援
者
名
簿
登
録
人
数
や
協
定
を
締
結

し
た
団
体
数
、
名
簿
を
活
用
し
た
取

り
組
み
の
先
進
事
例
は
。

市
長　

臼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
見
守
り
対
象
者
数
は　

人
、

２１５

訪
問
及
び
電
話
に
よ
る
見
守
り
回
数

は
延
べ
１
千　
回
で
あ
る
。
効
果
は
、

５６

支
援
が
必
要
な
高
齢
者
を
早
期
発
見

高

齢

者

の

安

心

の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
課
題
は
、

見
守
り
が
必
要
な
高
齢
者
の
増
が
予

想
さ
れ
る
た
め
見
守
り
体
制
等
の
充

実
が
必
要
な
こ
と
と
認
識
し
て
い
る
。

　

渦
照
明
の
点
灯
に
よ
り
安
否
確
認

が
で
き
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
日
常
生
活
を
送

り
な
が
ら
異
変
が
あ
っ
た
場
合
に
家

族
等
に
連
絡
す
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
等
も
見
な
が
ら
、

活
用
に
向
け
て
研
究
し
て
い
く
。

　

嘘
登
録
人
数
は
２
千
９
百　

人
、

４３

協
定
締
結
団
体
数
は　
団
体
で
あ
る
。

１６

名
簿
活
用
の
取
り
組
み
は
、
東
日
本

大
震
災
時
に
民
生
委
員
・
児
童
委
員

等
に
よ
る
安
否
確
認
及
び
計
画
停
電

の
広
報
活
動
を
行
っ
た
事
例
が
あ
る
。

山
岸
真
知
子
議
員
（
市
議
会
公
明
党
）

高

齢

者

の

安

心

の

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に

 
質
問　

臼
平
成　

年
度
か
ら
の
計
画

３０

の
主
な
進
捗
状
況
は
。

　

渦
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

の
支
援
策
や
補
助
制
度
は
。

　

嘘
３
年
度
か
ら
実
施
の
地
域
包
括

ケ
ア
推
進
計
画
の
基
本
課
題
は
。

市
長　

臼
認
知
症
地
域
支
援
推
進
員

の
増
員
や
、
認
知
症
に
関
す
る
各
種

講
座
の
開
催
な
ど
、
認
知
症
施
策
の

推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
在
宅

医
療
介
護
連
携
調
整
窓
口
を
市
に
移

し
、
在
宅
医
療
と
介
護
の
提
供
体
制

の
構
築
を
進
め
る
な
ど
し
た
。

　

渦
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
の

実

施

に

寄

せ

て

一
部
を
軽
減
す
る
生
計
困
難
者
等
に

対
す
る
利
用
者
負
担
額
軽
減
制
度
や
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
時
の
昼
食
代

の
補
助
を
行
う
通
所
介
護
等
利
用
者

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

　

嘘
高
齢
化
の
進
展
や
世
帯
構
造
の

変
化
に
よ
る
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者

等
の
増
加
、
認
知
症
高
齢
者
の
増
加

等
が
並
行
し
て
進
む
こ
と
で
介
護
サ

ー
ビ
ス
需
要
の
増
加
や
多
様
化
へ
の

対
応
が
課
題
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
は
給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

図
り
、
必
要
な
介
護
保
険
料
を
確
保

す
る
な
ど
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な

維
持
、
運
用
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

国
や
都
の
動
向
、
及
び
元
年
度
に
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
等

踏
ま
え
次
期
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

き
せ
恵
美
子
議
員（
日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
）

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
計
画
の

実

施

に

寄

せ

て

 
質
問　

臼
避
難
訓
練
で
過
去
の
教
訓

を
取
り
入
れ
て
変
化
し
た
内
容
は
。

　

渦
教
員
の
研
修
の
中
で
防
災
教
育

に
つ
い
て
の
も
の
は
あ
る
か
。

　

嘘
地
域
で
行
わ
れ
る
防
災
訓
練
等

に
学
校
単
位
等
で
参
加
し
た
例
は
。

　

唄
学
校
の
避
難
訓
練
で
地
域
と
の

連
携
を
目
的
に
し
た
も
の
は
あ
る
か
。

教
育
長　

臼
都
の
防
災
ノ
ー
ト
を
活

用
し
、
過
去
に
発
生
し
た
災
害
の
写

真
等
を
見
な
が
ら
気
を
つ
け
る
べ
き

場
所
を
話
し
合
う
活
動
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
速
や
か
な
避
難
行
動
や
、
適

切
な
判
断
が
で
き
る
児
童
・
生
徒
を

育
成
す
る
避
難
訓
練
を
実
施
し
て
い

市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

防
災
教
育
と
地
域
連
携
に
つ
い
て

る
。

　

渦
市
実
施
の
学
校
リ
ー
ダ
ー
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修
で
危
機
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
防
災
の
視
点
で

行
い
、
元
年
度
は　
人
が
参
加
し
た
。

１１

　

嘘
元
年
９
月
に
、
上
宿
小
学
校
で

実
施
し
た
総
合
防
災
訓
練
に
同
校
の

全
学
年
の
児
童
が
参
加
し
た
ほ
か
、

中
学
校
１
校
で
地
域
主
催
の
防
災
訓

練
に
部
活
動
単
位
で
参
加
し
て
い
る
。

　

唄
地
域
と
の
連
携
が
主
た
る
目
的

の
避
難
訓
練
は
な
い
が
、
学
校
公
開

時
に
避
難
訓
練
を
地
域
の
人
に
参
観

し
て
も
ら
い
、
学
校
に
お
け
る
避
難

指
示
の
方
法
等
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
っ
て
い
る
学
校
が
あ
る
。
ま
た
、

応
急
救
護
や
初
期
消
火
等
を
地
域
と

合
同
で
行
っ
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

市
立
小
・
中
学
校
に
お
け
る

防
災
教
育
と
地
域
連
携
に
つ
い
て

市役所で掲示している、国が作成した手洗いやマスク着用等の啓発ポスター
（出典：首相官邸ＨＰより）


